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第２章 食に関する現状と課題 

    

１１１１    生活習慣病生活習慣病生活習慣病生活習慣病    

        市が実施する基本健康診査の結果を経年的にみてみると，女性の肥満は減少傾向にあ

りますが，男性の肥満は増加傾向にあります。また，高血圧は男女ともに減少傾向にあ

りますが，県と比較すると高い傾向にあります。死亡率においては，女性の脳血管疾患

の死亡率が全国と比較して高い傾向にあります。以上のことから，高血圧予防対策と男

性の肥満予防対策が必要です。 

    

    

年齢調整有病率年齢調整有病率年齢調整有病率年齢調整有病率のののの経年変化経年変化経年変化経年変化（（（（つくばみらいつくばみらいつくばみらいつくばみらい市市市市））））    
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〈資料：平成２２年 茨城県市町村別健康指標〉 



5 

 

<資料：つくばみらい市学校保健会養護教諭部会，つくばみらい市教育研究会学校健康教育研究部  平成 23 年度児童・生徒の健康の実態> 

<資料：つくばみらい市学校保健会養護教諭部会，つくばみらい市教育研究会学校健康教育研究部  平成 23 年度児童・生徒の健康の実態> 
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２２２２    小学生小学生小学生小学生・・・・中学生中学生中学生中学生のやせとのやせとのやせとのやせと肥満肥満肥満肥満    

        やせの状況については，男子は小１，小２，小３，小６，中２で，女子は小１，小２，

小３，小４，小６，中１，中２と多くの学年で県平均を上回っています。特に男子では

小３が，女子では小４，小６でやせが多くなっています。 

肥満の状況については，男子は小１，小２，小４，小５，小６で，女子は小３から中

１で県平均を下回っています。 
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<資料：つくばみらい市学校保健会養護教諭部会，つくばみらい市教育研究会学校健康教育研究部  平成 23 年度児童・生徒の健康の実態> 
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３３３３    幼児期幼児期幼児期幼児期・・・・小学生小学生小学生小学生・・・・中学生中学生中学生中学生ののののむしむしむしむし歯歯歯歯    

    １歳６か月児のむし歯率は３％～４％を横ばいに推移しています。３歳児のむし歯率は

２５％前後を上下しながらも減少傾向にあります。 

    小学生から中学生にかけては，むし歯のない者の割合が６歳，1４歳以外の年齢で県平均

を下回っています。また，未処置者の割合は，９歳～11 歳と１３歳を除いて県平均を上回

っています。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

〈資料：健康増進課 ３歳児健診〉 
〈資料：健康増進課 １歳６か月児健診〉 
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４４４４    食育食育食育食育にににに関関関関するするするする市民市民市民市民アンケートアンケートアンケートアンケート調査調査調査調査のののの概要概要概要概要    

① 調査の目的 

市では，市民の食育に関する意識や関心，日ごろの食習慣等を把握し，本計画を策

定するための基礎資料とすることを目的とし，アンケート調査を実施しました。 

 

② 調査期間：平成２１年３月２日～平成２１年３月２４日 

 

③ 調査方法・回収状況 

配付・回収方法 調査対象 
配付数

（票） 

回収数

（票） 

回収率

（％） 

各機関での配付および回収 

市立幼稚園および市立保育所の年長

児およびその保護者 
２７８ ２１２ ７６.３ 

市立小学校２年生およびその保護者 ３８５ ３０８ ８０.０ 

市立小学校５年生およびその保護者 ４０１ ３３４ ８３.３ 

市立中学校２年生 ３８４ ３５４ ９２.２ 

市立中学校２年生の保護者 ３８４ ２６４ ６８.８ 

郵送による配付および回収 無作為抽出による１８歳以上の市民 １５００ ５５８ ３７.２ 
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５５５５    回答者回答者回答者回答者のののの属性属性属性属性    

無作為抽出による１８歳以上の市民を調査対象としたアンケート調査について，回答者

の属性は以下のとおりです。 
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食生活食生活食生活食生活のののの問題点問題点問題点問題点（（（（複数回答複数回答複数回答複数回答））））

食事のバランスが悪い 欠食がある 間食が多い

市販のそう菜や弁当、外食が多い 欠食がある 食事の時間が不規則

その他

６６６６    食育食育食育食育にににに関関関関するするするする市民市民市民市民アンケートアンケートアンケートアンケート調査結果調査結果調査結果調査結果からわかるからわかるからわかるからわかる現状現状現状現状とととと課題課題課題課題    

（（（（１１１１））））自分自分自分自分のののの食生活食生活食生活食生活にににに関関関関するするするする意識意識意識意識    

 自分の食生活について，「問題はない」と思う人は全体の約２割です。これに対し，

「問題がある」，「多少問題はある」と思う人は，全体の８割で，大部分の人が自分の

食生活についてに問題があると考えていることがわかります。 

 また，食生活の問題点では，「食事のバランスが悪い」が約３割と最も多く，２番目

に多いのは「食べ過ぎてしまう」，３番目には「間食が多い」が多くなっています。 

 問題を抱えている人の食生活の改善意識を高め，望ましい食習慣が実践できるよう

な取り組みが必要です。 
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（（（（２２２２））））朝食朝食朝食朝食のののの摂取状況摂取状況摂取状況摂取状況 

年長児，小学２年生，小学５年生では 9 割以上が毎日朝食を食べています。中学２

年生ではやや減少するものの，８割強が毎日朝食を食べています。 

朝食の欠食率は，１８歳から３０歳代の若い世代に高く，特に男性では２０歳代の

３割強が，女性では１８～１９歳の２割弱が朝食を欠食しています。  
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ダイエットのため

朝食を食べない理由は，子どもでは，「時間がない」，「食欲がない」が多くなっていま

す。 

１８歳以上でみてみると，全体では「時間がない」が最も多く，2 番目に「以前から食

べる習慣がない」が，3 番目に「食欲がない」が多くなっています。 

 朝食を欠食すると，他の食事での１回の食事の摂取量が多くなり，過食につながる可

能性もあることから，肥満や生活習慣病の発症を助長することが懸念されています。子

どもの頃からの食習慣が大人になってからも大きく影響することから，幼児期から朝食

の重要性を理解し，朝食を食べる習慣を身につけ，学童期・思春期・成人期・高齢期に 

至るまで，その習慣を継続することができるような取り組みが必要です。 
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一人一人一人一人でででで食食食食べているべているべているべている子子子子どもどもどもども（（（（朝食朝食朝食朝食・・・・夕食夕食夕食夕食））））

（（（（３３３３））））食事食事食事食事ををををするするするする環境環境環境環境    

家族そろって夕食を食べている子どもは６割～７割弱で，おとなのだれかと食べて

いる子どもを含めると年長児と小学生では９割前後が家族で夕食を食べています。中

学２年生では８割弱が家族と夕食を食べていますが，その一方で，夕食を一人で食べ

ている子どもが約１割います。家族と食事をすることは，子どもとのコミュニケーシ

ョンを図ったり，親から子へ食事のマナーや食文化を伝えたりする機会となることか

ら，そのきっかけとなるような取り組みが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.4

25.126.328.3

15.8

29.9
36.0

46.7

60.7

68.0
63.0

63.7

20.9

34.4
32.8

29.7

0%

20%

40%

60%

80%

100%

中
学
２
年
生

小
学
５
年
生

小
学
２
年
生

年
長
児

中
学
２
年
生

小
学
５
年
生

小
学
２
年
生

年
長
児

夕食朝食

家族家族家族家族でででで食事食事食事食事をををを食食食食べているべているべているべている割合割合割合割合（（（（朝食朝食朝食朝食・・・・夕食夕食夕食夕食））））

家族そろって食

べる

おとなのだれか

と食べる
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61.8

56.2

58.7

51.1

30.2

27.6

24.9

24.6

4.7

9.7

10.8

11.0

2.8

4.2

4.8

11.9

0.5

2.3

0.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年長児

小学２年生

小学５年生

中学２年生

食事食事食事食事時時時時のあいさつのあいさつのあいさつのあいさつ((((子子子子どもどもどもども））））

必ずしている 時々している あまりしていない していない 不明

0.3

0.6

2.7

5.7

10.3

11.4

11.4

12.2

13.4

14.3

17.7

0% 5% 10% 15% 20%

特に教えていない

その他

伝統料理、郷土料理について

食器の並べ方

食品の栄養について

はしのもち方

食材や食事を作ってくれる人に感謝

手洗い

あいさつ

姿勢

好き嫌いなく食べること

食生活食生活食生活食生活にににに関関関関してしてしてして家庭家庭家庭家庭でででで子子子子どもにどもにどもにどもに教教教教えていることえていることえていることえていること（（（（複数回答複数回答複数回答複数回答））））

（（（（４４４４））））食事時食事時食事時食事時のあいさつのあいさつのあいさつのあいさつ    

  食事時にあいさつをする子どもは年長児で約６割，小学生で６割弱，中学生では約

５割で，年齢が高くなるにつれてあいさつをしなくなる傾向がみられます。 

食生活に関して家庭で子どもに教えていることは，「好き嫌いなく食べること」が最

も多く，あいさつは「姿勢」に続いて３番目です。 

「いただきます」や「ごちそうさま」という食事時のあいさつは，命をいただいた

動植物や食に関わる人々の営み，食事を作る人に対する感謝の気持ちを表す意味を持

っています。こうしたあいさつの意味を子どもだけでなく保護者にも伝えるなど，基

本的な生活習慣を身に付けるための取り組みが必要です。 
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26.4

22.5

19.3

12.2

10.4

8.4

0.8

0% 10% 20% 30%

バランスの良い食事のとり方

自然の恵みや作り手への感謝の気持ち

食事のマナー

農業体験

伝統料理や郷土料理などの食文化

自分で料理すること

その他

保護者保護者保護者保護者がががが学校学校学校学校やややや市市市市にににに望望望望むむむむ食育食育食育食育のののの内容内容内容内容

16.5

3.3

10.5

64.2

6.1

8.2

11.8

42.5

29.9

7.5

46.3

50.0

1.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年長児

小学２年生・５年生

中学２年生

夕食夕食夕食夕食のののの調理調理調理調理のののの手伝手伝手伝手伝いいいい

毎日している 週３～６日している 週１～２日している していない 不明

（（（（５５５５））））食事食事食事食事づくりへのづくりへのづくりへのづくりへの関関関関わりわりわりわり    

夕食の調理の手伝いを週３日以上している小学生は１割前後で，年長児や中学２年

生よりも少ない傾向にあります。また，保護者が学校や市に最も望んでいる食育の内

容は，「バランスの良い食事のとり方」でした。 

食事づくりに関わることは，単に調理技術の習得だけでなく，食に関する知識や選

択力などを身につけたり，苦手な食材が食べられるようになるよい機会となります。

また，食や作り手への感謝の気持ちを育てる上でも，調理や配膳，後片付けなどの手

伝いを積極的に家庭で行うことが重要です。 
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29.9
32.5

45.2

55.1
38.2 42.7

35.0 39.8 51.4
57.8 62.6 56.8

50.6 45.0

41.1

38.8

42.7

42.7

36.7

42.8

46.2
37.7

32.9

39.0

19.5
22.%

13.%

6.1

19.1
14.0

26.7

17.0

2.4
2.3 3.0 3.0

0.7 1.7 0.4 2.3 1.5 1.1

10.4%

20.0%

32.9%

40.8%

28.2%

41.3%

45.0%

32.1%

28.3%

28.9%

27.2%

25.4%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

食育食育食育食育のののの認知度認知度認知度認知度とととと食育食育食育食育へのへのへのへの関心度関心度関心度関心度（（（（年代別年代別年代別年代別，，，，保護者別保護者別保護者別保護者別））））

言葉も意味も知っている 言葉だけは知っている 言葉も意味も知らない

不明 関心がある

（（（（６６６６））））食育食育食育食育のののの認知度認知度認知度認知度とととと食育食育食育食育へのへのへのへの関心度関心度関心度関心度    

食育の言葉も意味も知っている人は，４０歳代が最も多く，半数以上の人が食育を

よく知っています。一方，若い世代や５０歳代以上では約３割から４割程度と認知度

は低く，同様の傾向が食育への関心度にもみられます。また，年長児や小学生，中学

生の保護者は，５割から６割という多くの人が食育の言葉も意味も知っていますが，

食育への関心度は 3 割弱と低いものとなっています。保護者の食育への関心度をいか

に上げていくかが課題です。 
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１～２歳

ころ

0.9%

３～６歳

ころ

1.2%

小学校低

学年

0.7%

小学校高

学年

2.7%中学生

7.3%

高校生

13.3%

成人

8.9%

生涯にわ

たって

61.4%

必要ない

0.7%

その他

0.9%

不明

1.9%

食育食育食育食育はいつごろまではいつごろまではいつごろまではいつごろまで必要必要必要必要かかかか

家庭

81.3%

保育所・幼稚園

2.2%

小学校

10.5%

その他

3.1%

不明

2.9%

食育食育食育食育はどのようなはどのようなはどのようなはどのような場場場場でででで行行行行うことがうことがうことがうことが一番大切一番大切一番大切一番大切かかかか

（（（（７７７７））））食育食育食育食育にににに対対対対するするするする保護者保護者保護者保護者のののの考考考考ええええ    

食育の望ましい開始時期については，「離乳食が始まるころ」とする保護者が約３割

と最も多く，食育はいつごろまで必要かについては，「生涯にわたって」が約６割と最

も多い結果となりました。また，食育を実践する場として家庭が最も大切だと考えて

いる保護者が多く，家庭の食育を支援する取り組みが重要です。そして，生涯にわた

って食育に取り組むことができる環境づくりが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

生まれたと

きから

19.1%

離乳食が始

まるころ

31.1%
１～２

歳ころ

10.9%

３～６歳ころ

19.6%

小学校低学年

11.7%

小学校高学

年

2.1%

中学生

1.1%

高校生

0.2%

成人

0.5%

必要ない

0.7% その他

1.1% 不明

1.9%

食育食育食育食育はいつからはいつからはいつからはいつから始始始始めるのがめるのがめるのがめるのが良良良良いかいかいかいか
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56.6

51.8

60.5

35.1

40.0

53.4

67.3

59.1

67.1

61.7

15.1

17.6

13.0

14.3

12.5

13.7

14.3

16.4

16.1

13.3

27.4 30.2
25.2

50.6
47.5

32.9

18.4

22.7

16.1

21.7

0.9 0.4 1.3 1.8 0.7 3.3

24.4%

21.6%

26.9%

23.4%

17.5%

15.1%

18.4%

23.6%

29.4%

35.0%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

地産地消地産地消地産地消地産地消のののの認知度認知度認知度認知度とととと市内農産物市内農産物市内農産物市内農産物のののの使用割合使用割合使用割合使用割合

言葉も意味も知っている 言葉だけは知っている

言葉も意味も知らない 不明

毎日使用している

（（（（８８８８））））地産地消地産地消地産地消地産地消のののの認知度認知度認知度認知度とととと市内農産物市内農産物市内農産物市内農産物のののの使用割合使用割合使用割合使用割合    

「地産地消という言葉も意味も知っている」人は全体では６割弱です。年代別でみ

てみると最も認知度が高いのは４０歳代で，７割弱の人が知っています。これに対し

て若い世代では，約半数が「地産地消という言葉も意味も知らない」状況にあります。 

また，市内農産物の使用については，全体の約４分の１の人が毎日使用しています。

子育て世代を中心とした若い世代への利用促進が地産地消の推進力となります。 
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0.4

2.0

1.7

11.9

3.9

7.5

2.7

4.1

13.6

19.6

18.3

33.9

18.2

5.0

21.9

44.9

40.0

42.0

40.0

29.8

40.3

40.0

41.1

14.3

25.5

23.1

25.0

24.0

37.7

47.5

31.5

26.5

18.2

13.3

10.0

2.8

2.7

8.2

2.7

2.1

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

18～19歳

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

市内農産物直売所市内農産物直売所市内農産物直売所市内農産物直売所のののの利用頻度利用頻度利用頻度利用頻度（（（（年代別年代別年代別年代別））））

毎日利用している よく利用している

たまに利用している 場所は知っているが利用したことがない

直売所がどこにあるのか知らない 不明

0.4

2.0

1.7

12.0

3.9

7.5

2.7

4.1

13.6

19.6

18.3

33.9

18.2

5.0

21.9

44.9

40.0

42.0

40.0

29.7

40.3

40.0

41.1

14.3

25.5

23.1

25.0

24.1

37.7

47.5

31.5

26.5

18.2

13.3

10.0

2.8

2.7

8.2

2.7

2.1

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

18～19歳

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

市内農産物直売所市内農産物直売所市内農産物直売所市内農産物直売所のののの利用頻度利用頻度利用頻度利用頻度（（（（年代別年代別年代別年代別））））

毎日利用している よく利用している

たまに利用している 場所は知っているが利用したことがない

直売所がどこにあるのか知らない 不明

1.1

6.4

6.6

7.8

10.1

19.7

19.8

28.6

0% 10% 20% 30% 40%

その他

飲食店などでの地域産物の利用促進

地域産物に関する情報提供の充実

生産者と消費者をつなぐネットワークをつくる

地産地消フェアなどのイベントの実施

農産物直売所の充実

学校・保育所・幼稚園の給食での地域産物の利用促進

スーパーなどでの地産地消コーナーの設置

地産地消地産地消地産地消地産地消のののの推進推進推進推進にににに効果的効果的効果的効果的なななな方策方策方策方策（（（（複数回答複数回答複数回答複数回答））））

（（（（９９９９））））市内農産物直売所市内農産物直売所市内農産物直売所市内農産物直売所のののの利用頻度利用頻度利用頻度利用頻度    

市内に６か所ある農産物直売所の利用頻度は，「毎日利用している」と「よく利用して

いる」，「たまに利用している」を合わせても約４６％と半分に満たない状況です。「場所

は知っているが利用したことがない」や「直売所がどこにあるのか知らない」は全体の

約５４％で，利用者を上回っています。年代別でみてみると，利用者が多いのは６０歳

代と７０歳代で，６割の人が利用しています。若い世代では利用者が少ない傾向があり，

「場所は知っているが利用したことがない」や「直売所がどこにあるのか知らない」が

多いところでは９割弱にもなることから，市内の農産物の生産や直売所について，特に

若い世代へ向けての情報提供に力を入れていくことが必要です。 
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内容をよく・またはだ

いたい知っていて,ほぼ

毎日参考にしている

9.1%

内容をよく・またはだ

いたい知っていて,時々

参考にしている

25.6%

内容をよく・または

知っているが,参考にし

ていない

18.3%

内容はよく・または

知っているが,活用度は

不明

0.2%

見たことや聞いたこと

はあるが、内容は知ら

ない

28.0%

知らない

18.8%

食事食事食事食事バランスガイドのバランスガイドのバランスガイドのバランスガイドの認知度認知度認知度認知度とととと活用度活用度活用度活用度

食事食事食事食事バランスガイドのバランスガイドのバランスガイドのバランスガイドの

活用度活用度活用度活用度 ３４３４３４３４．．．．７７７７％％％％

（（（（１０１０１０１０））））食事食事食事食事バランスガイドのバランスガイドのバランスガイドのバランスガイドの認知度認知度認知度認知度とととと活用度活用度活用度活用度    

食事バランスガイドについて，「内容をよく知っている」または「だいたい内容をよく

知っている」は，全体の５割強で，「知らない」が２割弱となっています。 

食事バランスガイドの活用度については，「ほぼ毎日参考にしている」と「時々参考に

している」を合わせて３４．７％の人が食事バランスガイドを活用しています。 

  食事バランスガイドの周知や活用法についての情報提供が必要です。 
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感じている

35.8%

多少は感じて

いる

43.9%

あまり感じて

いない

14.7%

感じていない

4.8%

不明

0.7%

食品食品食品食品のののの安全性安全性安全性安全性へのへのへのへの不安度不安度不安度不安度

21.9

16.4

10.8

10.4

7.1

6.0

5.6

5.5

5.0

4.1

3.8

1.6

1.2

0.6

0% 5% 10% 15% 20% 25%

賞味（消費）期限

産地・生産者名

食品添加物

原材料名

遺伝子組換え食品使用の有無

保存方法

内容量
栄養成分表示

製造加工社名

使用方法

ブランド名

アレルギー物質

特に気をつけていない

その他

食品購入食品購入食品購入食品購入のののの際際際際にににに食品表示食品表示食品表示食品表示でででで気気気気をつけていることをつけていることをつけていることをつけていること(複数回答複数回答複数回答複数回答））））

テレビ・新

聞・雑誌・

インターネッ

ト

34.7%

親・子・知人

からの情報

19.0%

栄養成分表示

15.5%

特にない

14.8%

医療機関（医

師・看護師）

の指導

8.2%

食品交換表

3.8%

市の保健師・

栄養士の指導

2.4%

その他

1.6%

食食食食にににに関関関関するするするする情報源情報源情報源情報源(複数回答複数回答複数回答複数回答））））

（（（（１１１１１１１１））））食品食品食品食品のののの安全性安全性安全性安全性についてについてについてについて    

  食品の安全性について，「不安を感じている」または「多少は感じている」人が約８割

で，多くの人が食品の安全性について不安を感じています。また，食に関する情報源と

しては「テレビ・雑誌・インターネット」が約３分の１で最も多く，情報源を持ってい

ない人も２割弱います。食品購入の際に食品表示で気をつけていることは「賞味（消費）

期限」が最も多くなっています。 

 食品の安全性についての正確な情報を広く提供していくことが必要です。 
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83.5

87.4
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82.5

90.4

89.8

85.5

89.5

76.7

11.3

12.5

10.3

19.5

17.5

9.6

8.2

13.6

4.9

11.7

1.6

2.4

1.0

2.0

3.5

5.0

1.4

1.6

1.3

0.9

2.1

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数

男

女

18～19歳

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

メタボリックシンドロームのメタボリックシンドロームのメタボリックシンドロームのメタボリックシンドロームの認知度認知度認知度認知度

言葉も意味も知っている

言葉は知っているが意味は知らない

言葉も意味も知らない

不明

（（（（１２１２１２１２））））メタボリックシンドロームのメタボリックシンドロームのメタボリックシンドロームのメタボリックシンドロームの認知度認知度認知度認知度についてについてについてについて    

  メタボリックシンドロームについて，「言葉も意味も知っている」人は８割を超えてい

ます。メタボリックシンドロームの言葉と意味を知っている県民の割合である５６．２％

と比較して，認知度はかなり高いといえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


